
   

 

 

 

 

 

夏休み 子どもと地域をつなぐ 

    公民館・図書館！！ 
 

回転アニメーションを作ろう 『こども郡上学 こども講座』 【郡上市中央公民館】 

目の錯覚を利用して楽しめる高学年向けの工作。スリットからのぞくと絵がアニメーションのように動いて

見えるものを一人一人が作成しました。後半に行われたサイエンスショーも大変盛り上がりました。 

夏休みには、「郡上踊り保存会による郡上踊り講習会」や「星

宮神社や円空さんについても学べる沢登り」なども行われました。 

この『こども講座』に何度も参加している子は「いろいろなこと

ができて楽しいし、違う学校の子とも話せるようになるよ」と嬉しそ

うに話していました。 

牛乳パックを使って遊ぼう  

『なつやすみ としょかん こどもきょうしつ』 【郡上市図書館 わら分室】 

作ったものは、「組み合わせた二つの牛乳パックをパッと開くと絵が変わる作品」と「手品のようにイラスト

が変わるマジックキューブ」の二つ。子どもたちは、講師の先生の説明をよく聞き、自分の作品に真剣に向き

合っていました。子どもたちのアイデアは様々で、形は同じでもいろいろな作品ができました。 

できあがった作品を手にした子は、「帰ったらおばあちゃんに

見せる！！」と話してくれました。今回の講座のためにおばあちゃ

んが牛乳パックを用意してくれたのだそうです。家族の会話が聞

こえてきそうですね。 

勾玉を作ろう 『サマースクール』【美濃市藍見公民館】 

『サマースクール』では、「行燈づくり」「ラジオ作り」「蜜ろうそ

くづくり」「学習会」などが行われました。子どもたちの地域活動

への参加意識を高めるため、この事業を中学生ボランティアの

活躍の場として位置づけ、昭和中学校の生徒さんが受付や活動

の補助をしました。勾玉づくりでは、４人の中学生ボランティアが自ら進んで、勾玉を削った粉を集めたり、粉

のついたやすりをきれいにしたりして、参加した小学生が作業しやすいようにサポートしていました。その姿を

見た六年生の児童は、「来年は自分もボランティアとして参加しようかな」と話していました。 
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カラフル夢の動物園 『放課後こども教室』【美濃市中有知公民館】 

『放課後子ども教室』の活動場所となっている中有知地域ふれあいセンターでは、夏休み企画として「工

作教室」を実施しました。放課後こども教室コーディネーターが中心となり、ボランティアも協力して企画から

進め、「カラフル夢の動物園」が実現しました。活動のサポート役には、いつもの「放課後こども教室」のボラ

ンティアだけでなく、中高生ボランティアも参加しました。公民館

では、「子どもたち全員で達成感を味わえるものにしよう」とだけ

伝え、コーディネーターやボランティアに自由にアイデアを出して

企画できるように配慮したそうです。作品は、中有知小学校の夏

休み宝物展に展示されました。 

軽量ねんどで子犬づくり 『夏休み親子教室ワクワクふれあい学習』 【関市中央公民館】 

二色の軽量ねんどを使って、二匹の子犬を親子で作りました。それぞれのパーツを成形した後に爪楊枝で

フサフサの毛並みも作ると、かわいらしい子犬ができあがりました。講師の方に「上手だねえ」「かわいらしく

できたね」と褒められて、「玄関に飾ろうかな」とお母さんと楽しそ

うに話している子もいました。 

他にも『ワクワクふれあい学習』として、「ラビリンスボックスづく

り」「パステル和アート」「化石レプリカづくり」「ブラジル料理づく

り」など多様な講座が行われました。 

YouTube 動画配信講座 『夏休み親子教室ワクワクふれあい学習』 【関市中央公民館】 

関市中央公民館では、講師との対面方式のほかに YouTube「関市公式チャンネル」を使って、動画配信

方式の講座が７月２１日から配信されました。申込は不要。動画内にて紹介される材料は各自でご準備。親

子で“うどん”を作ろう』『おしゃれなおやつ “ガレット”を作ろ

う』の二つの講座が開かれました。 

担当の方は、「行動が制限されるコロナ禍、少しでも多くの

子どもたちとつながれるようにという願いから動画配信を始め

ました」と話されました。動画の収録・編集は、関市社会教育視

聴覚協議会に協力していただいたそうです。 

・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・ 

今回は、六つの夏休み講座を紹介させていただきました。一つ一つの講座から、企画・運営される方が地

域の子どもを大切にする思いがよく伝わりました。コロナ禍でも「子どもは地域の宝」の思いのもと、様々な人

たちが「自分にできること」をいろいろなアイデアを出し、講座を工夫されていました。また、地域の中高生が

ボランティアとして活躍する姿もありました。地域の活動に中高生が積極的に参加する意欲を大切に育てて

いらっしゃることが、『ふるさとに誇りと愛着をもつ人づくり』につながっていると感じました。 

次号では、「ふるさとに誇りと愛着を！！～地域と学校とのかかわり～」と題し、ふる

さとを愛する子どもを育てるために地域と学校で取り組まれている活動の掲載を予定していま

す。情報がありましたら、ぜひお知らせください。 


